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高 2女子の「夢」支援 χ国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト

厚
木

（庄
司
路
子
会
長
）

は
県
立
や
私
立
に
通
学
し

て
い
る
高
校
２
年
の
女
子

生
徒
を
対
象
姥
し
た
支
援

事
業

「夢
を
拓
く
　
ユ
ー

ス

・
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
摩

木
市
内
で
開
催
し
た
。

自
分
の
価
値
観
と
キ
ャ

リ
ア
の
可
能
性
を
結
び
つ

け
ら
れ
る
生
徒
の
数
を
増

や
す
こ
と
を
目
指
し
、
毎

年
開
催
し
て
い
る
。
例
年

は
室
内
で
ソ
ロ
ツ
チ
ミ
ス

ト
の
会
崇
と
女
子
中
高
生

が
対
面
し
て
い
る
が
、
今

年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
予
防
の
た
め
、
リ

モ
ー
ト
で
行

っ
た
。

生
徒
た
ち
は
ワ
ー
ク
シ

―
卜
で
「自
分
の
価
値
観
」

「仕
事
の
価
値
観
」
な
ど

・

に
関
す
る
質
問
に
答
え
な
一

が
ら
、
目
標
と
な
る

「翼
■

を
拓
く
」
た
め
の
本
人
の

潜
在
能
力
な
ど
を
確
認
し

た
。
ま
た
、
樹
木
を
立
体

的
に
造
形
す
る

「ト
ピ
ア

リ
ー
」
の
会
社
経
営
者
や

航
空
機
の
元
客
室
乗
務
員

ら
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
動
画

を
発
た
。

ソ
ロ
フ
チ
ミ
ス
ト
は
国

際
的
な
奉
仕
団
体
で
、
同

事
木
は
１
９
７
０
年
、
国

内
で
６
番
目
に
認
証
さ

れ
、
女
性
の
生
活
向
上
支

一

援
や
地
域
貢
献
活
動
な
ど
三

を
続
け
て
い
る
。　
　
　
　
一

【長
真

一
】
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ソロプチミス ト厚木がフォーラム

リモー トで行 わ れ た ユ ー ス

・ フ ォー ラ ム =厚 木 市 で
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国
際
ソ
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ミ
ス
ト
厚
本

闘
肝
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
厚

一

本

一昨
司
路
子
会
長

ｉ
彗
興

翼

名

｝
の
ク
ラ
プ

・
ユ
ー

ス

・
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
、

４
月

一

島
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催

一
さ
れ
た
、

国
際

プ

ロ
プ

デ

ミ
ス
ト

は
、
女
性
に
よ
る
国
際
的
な

奉
仕
団
体
で
、
女
性
Ｌ
女
児

の
牛
活
の
向
上
を
目
指
し
活

動
〓
厚

不
ク
ラ
ブ

の
同
フ
ォ
ー
ラ
ム

は
２
年
に

一
生
開

魔

催
さ
オー
，て
い
る
．

協

従
来
は
会
場
を
ユ〓

イ

け
て
行
い
、
テ
ー

イ

マ
に
基
づ
い
た
高

巧

校
牛
一の
一詢
一文
を
も

と
に
会
員
や
高
校

生
が
意
見
交
換
し

た
リ
ゲ
ス
ト
講
師

の
話

な
ど
を
識
一

き
、
最
終
的
に
後

』
行
わ
れ
る
日
本

東

リ
ジ

ョ
ン

・

ュ
ー
ス

ヽ
フ
オ
ー

ラ
ム
に
参
柾
す
る
高
横
生
を

選
出
す
る
．
ム
７
回
は
コ
ロ
ブ

一
禍
の
状
況
か
ら
初
の
オ
ン
ラ

イ
ン
開
催
と
な

っ
た
こ

当
日
は
、
担
当
会
員
が
い

一
る
会
場
と
参
加
希
望
の
あ

っ

た

県
内

の
一一一「
校

２
年
十
一拘

名
―
カ
イ
ダ
ン
ス
ゲ
ス
ト
２

名
を
回
綺
で
繕
び
、
日

不
菫

リ

ジ

ョ

ン

・
ユ
ー

ス

・

フ

ォ

ー

ラ

ム

の

テ

ー

マ

「
「
野
を
拓
く

一
ユ
ー
ス

・

フ
ォ
ー
ラ

ム

一
轟
な
た

に

生

っ
て
大
切
な
二
と
は
河
て

す
か
７
」
を
中
心
に
、
キ

ャ

リ

ア
サ
ホ

ー

ト
に
向

け
た

・
セ

ッ
シ
ョ
ン
や
デ

ィ
ス
カ

ッ

シ

ョ
ン
を
実
施
。

そ
の
様
チ

を
会
員
に
Ｙ

ｏ
ｕ
Ｔ

「
ｂ

ｅ

で
配
信
し
た
コ

高
校
生
は
そ
れ
ぞ
れ
自
分

の
意
見
や
思
い
を
極
発
に
発

百

´
ま
た
ゲ

ス
ト

の

フ
ラ

ワ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
や
米
国
か

ら
参
加
し
た
ピ
ラ
ダ
ン
ス
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
語
に
Ｆ

を
傾
け
た
こ

終
了
量

一同
校
生
か
ら
は
、

「
と

て
も
き
一重

な
経

験

に

な

っ
た
」
　

自
分
彙
将
軍
に

つ
い
て
深
く
考
え
る
こ
と
が

で
き
た
」
　

ア
・ド
バ
イ
ス
が

島
一け
て
よ
か

っ
た
」
な
ど
の

■
が
寄
け
」・ら
れ
た
Ｆ

庄
百
会
長
は

「
ク
ラ
プ
は

今
年
５０
周
年
を
迎
え
、
量
の

中
が
変
化
し
て
い
く
中

ヨ
ロ

ナ
も
あ
り
初
め
て
オ
ン
ラ
イ

ン
開
催
に
取
り
組
み
、
ま
た

新
た
な
活
動
の

一
歩
を
記
す

こ
と
が
で
き
た
。
よ
か

っ
た

と
思
う
」
と
話
し
た
．

最
後
に
従
来
通
り
７
月
に

開
催
さ
れ
る
日
本
彙
リ
ジ
ョ

ン

・
「ギ
■
ム
・
フ
ョ
ー
ラ
ム

に
婆
加
す
る
学
生
を
選
出
し

終
∫
し
た
。

ユ

ー

ス

プ
′

　

・

一
１

Ｆ
を
オ

ン
ラ
イ
ン
で

曇
ロ
ナ
禍
で
初
の
歌
り
組
み

ツ
ォ
ー
ラ
′
．

参加高校生らとオ


